岩室村の沿革
岩室村は，青竜寺遺跡などから縄文土器が発掘されており，これらの遺跡などから，今から約３０００年～約４０００年前の縄文中期後半から後期の前半頃に，岩室村の山麓や比較的平坦な丘陵斜面において生活が営まれていたことがうかがえます。その後，弥生時代，古墳時代を経て，山麓部の暮らしから次第に沖積平野へと居住範囲が拡大されてきました。

そして，中世期以降，本村の大部分は荘園時代弥彦の荘に属し，弥彦神社の社領であったのではないかと考えられています。その後，江戸中期以降には旧和納村の大部分は三根山藩の主軸を構成し，旧間瀬村は桑名藩に，旧岩室村は直領長岡，与板藩等の数藩に分属していました。

さらに明治以降，大区・小区の制度が廃止され，現在の町村自治体の基盤ができた明治２２年に，石瀬，岩室，船越，和納，鴻ノ巣，間瀬の６か村が誕生，その後明治３４年には石瀬，船越，岩室の３か村が岩室村を，和納，鴻ノ巣の２か村が和納村を形成しました。そして，昭和の時代となり，昭和３０年に町村合併促進法により，岩室村，間瀬村が対等合併し岩室村を形成，その後，幾多の経緯をへて昭和３５年に，岩室村，和納村による対等合併が成立し，現在の岩室村が誕生しました。

また，岩室村は歴史と観光と温泉のまちとして栄えてきましたが，特に，岩室温泉は，正徳３（１７１３）年に開湯したと伝えられる別名「霊雁の湯」が，北陸街道の宿場街として古くから県内外の人たちから親しまれてきました。その他にも，岩室村では農業をはじめ水産業，林業などの産業振興を推進してきましたが，なかでも基幹産業である農業では，土地の集積化により年々規模拡大が推進され，併せて転作推進等に関連した複合営農にも取り組んでいます。

交通面では，国県道，村道，広域農道とも着実に整備が進められており，県都新潟市まで車で約４０分，そしてＪＲ越後線が電化となってからは約３５分と，新潟市までの通勤圏となっております。

住環境整備面では，昭和５０年に県住宅供給公社により大規模住宅団地が整備され，それを機会に緑豊かな街づくりが進められており，並行して昭和５６年から農村総合モデル事業により，排水整備，集落道整備，農村公園などの整備を進めるとともに，平成６年度には岩室村農村環境改善センターを建設いたしました。さらに平成１３年度からは，農村振興総合整備事業にも取り組み，さらなる環境整備を推進しています。また，下水道整備については，平成１７年度一部供用開始に向けての整備が進められています。

社会福祉面での推進につきましては，昭和４５年に老人福祉施設「静閑荘」をオープン，昭和５８年には保健センターを役場庁舎と併設設置，また平成７年には健康増進センター「よりなれ」を建設し，村民の健康増進を図ってきました。そして平成８年にはデイサービスセンターと介護支援センターを設置し，社会福祉の推進に努めるとともに，岩室地区（温泉街）に労働衛生医学協会による温泉病院，老人保健施設「いわむろの里」や成人病検診センターの誘致を行い，さらに平成１３年度には，身体障害者療護施設並びにケアハウスの誘致を行い，既存保育園を含めて同地区一体を医療福祉ゾーンとして位置付け，一層の福祉の充実を目指しています。

また，社会教育・学校教育の面では，昭和６２年に生涯学習推進基本構想を策定し，生涯学習を全村的に推進し，広域的な連携を図りながら生涯学習メニューの充実を図ってきました。平成３年には和納小学校，学校給食センターを建設，さらに平成６年には岩室小学校を建設，そして，平成９年に村立図書館を建設するなど，社会教育・学校教育環境の整備充実に努めてきました。

産業振興面では，基幹産業である農業，自然の利を活かした酪農，漁業，林業，温泉を核とした観光業，そして商工業と，村の経済を担う各産業分野が広域的な連携を図り，自然環境や人々の生活の中でバランスを持って振興する「活力のあふれる村づくり」を目指しています。特に岩室温泉ではホテル，旅館等への安定給湯のために特別会計を設置し，源泉井戸の掘削，給湯体制の整備に取り組んでおり，さらなる観光客の増客と，今後は新潟圏域の奥座敷として発展が期待されています。また，漁業関係では，県営間瀬漁港として，毎年修築事業が実施されており，さらに隣接地には，平成１２年度に埋立が完了した間瀬海岸公有水面埋立地に公園整備（県工事）も半分完了しており，残る未利用地の開発を含め，今後の地域振興の一助としての取り組みが待たれています。

最後に，岩室村では，平成１１年に策定した第四次総合開発計画で「ゆうの里　いわむろ」の将来イメージとして①豊かな自然を背景に，それを上手く活用する村「自然の裕」　②やさしさとふれあいに満ちた田園生活を送れる村「人の優」　③村内外の有機的な連携を強化して活力を高める「産業・村づくりの湧」を３本柱として，誰もが住みたくなる希望に満ちた村づくりを推進しています。

そして，これからも農林水産業，観光業，商工業の均衡のとれたむらづくりを展開していきます。

岩室村合併史
	
	岩室村

	明治２２年４月１日
	石瀬村、岩室村、船越村、間瀬村、和納村、鴻ノ巣村で村制施行

	明治３４年１１月１日
	石瀬村、岩室村、船越村が合併し、岩室村となる

／和納村と鴻ノ巣村の一部が合併し、和納村となる

	昭和３０年３月３１日
	岩室村と間瀬村が合併し、岩室村となる

	昭和３５年１月２０日
	岩室村と和納村が合併し、岩室村となる
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